























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































わ ふう われ ふう
山　口　昌　伴40
か、というご相談です。
　私はこんなふうに答えました。
　・まず、そこの地場産業としての漆器産業振興の一環として、その民宿旅館を位置づけなさい。
　　これから21世紀にかけて、漆器は必ず見直されていきます。いま汁椀は千円で買えます。本
　　漆の本木地椀が５万円。いまは５万円の方に手を出さない人が圧倒的だが、すでに、「本当
　　によいもの」さがしが始まっています。漆の木椀は日本人の感性と食事様式にぴったりの「本
　　当によいもの」です。それを見つけてくれるようにする運動の一環として、あなたの民宿旅
　　館は協力するのです。
　・漆器を探しにくる人の常宿になることを目ざしなさい。
　　やがて漆器さがしがブームになります。すでにこれまでの食器に飽き足らない人たちが動き
　　はじめています。やがて来る漆器ブームの先駆けの人たちです。
　・宿の食事は、本物の漆器でもてなしなさい。
　　漆器のよさは、言葉では説明できません。折角食事を供されるのだから、これが体験のチャ
　　ンスです。漆器を味わっていただければ、その持ち味がわかります。
　・毎晩食後に30分でも、宿の広間で「漆器のはなし」の講座をもちなさい。
　　このひなびた町では、夜ともなれば行くところもありません。漆器講座から漆器談義へと発
　　展して、漆器のことなぞなにも知らない人の目を開かせることができるでしょう。
　この店は、経営を建て直すことができました。漆器さがしの人たちの常宿になりきっていて、
町の大祭のときには、私はここぞとばかりに集まる常連さんに遠慮して、別の民宿に泊まること
にしています。そこも、若夫婦が後をついだのを契機に本物の漆器で食事を出す民宿になったか
らです。
　私は町（町役場と漆器組合）にも働きかけて、地場産業としての漆器振興策を提言しています。
　・まず、この町の子どもに漆器をプレゼントしなさい。
 　　a）お食いぞめの飯椀、汁椀を、組合からプレゼントする。
 　　b）町が補助して学校給食に本物の漆器を使わせる。
　　幼い頃から漆器の味を体験したら、長じて漆器ファンになります。この町に生まれたからに
　　は漆器の知識も得やすいので、よい宣伝者になります。この町に育つ子どもを、本物の漆器
　　でないと許さない感性と見識をもった大人になるように育てるのです。
　・漆器を製造している工房をオープンにして、見学できるようにしなさい。
　　展示用につくった工房ではなく、町家の奥で下地をこしらえたり、中塗りをしたり、沈金や
　　蒔絵をしたりしている、職人の働いている実際の工房を見せるのです。いかに手がかかって
　　いるかが身にしみてわかります。手をぬいたら品質がオチる。手をぬかないで欲しい、と思
　　うようになります。５万円なんて、とてつもなく高いと、ハナから拒否反応をしていた人が、
　　あれだけ手がかかっては、生活していくのが大変だなァと思い合わせて、５万でも安いかナ、
　　と驚かなくなります。
　・漆器づくりについて、きちんと説明したブックレットをつくりなさい。
　　工程の説明から手間ひまかかる実情から職人たちの仕事ぶり、くらしぶりまでていねいに説
　　明する小冊子をつくるのです。一冊500円くらいかかりますが、一万円ぐらいから上の漆器
　　の買い物をした人に差し上げるのです。帰りのバスの中で、その冊子を読んだ人は「自分が
　　どんなに価値ある─リーズナブルな買い物をしたのか」がわかります。こうして、この町で
　　漆器を買った人はリピーター（繰り返し訪問者）になります。
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　その冊子は、私がこの町の職人を訪ねながらまとめたものですが、帰り道に読み終えたお客様
が、自分の買ったものが何だったのかがよく分かった、とお礼の手紙をくれることが多いそうで
す。私はそれをきいて、発信網ができはじめたナ、と嬉しく思ったことでした。
　以上、「和風ものづくりの21世紀展望」について、私の研究と実践のうちから、かいつまんで
お話しをしました。最後に申し添えておきたいのは、「そのもの」は何なのか、生活の本質、道
具の本質を問いなおすことからものづくりは始まる、ということです。「座蒲団とは何か」から
和風の立居振舞、和のくらしが見えてくる。そういう順序で、吾の信ずるところをものづくりし
ていけば生命力のある、発信力のあるものが生まれてくるだろう、ということです。もうひとつ、
もののありようを定めていく主導権は、使い手よりも作り手の方にあるのだ、という確信をおも
ち下さい。ここ、高岡短期大学は、ものづくりにかかわる技術者からプロデューサーまでを育て
るところです。ものづくりする人が文化を考え、そして支えていく、新しいマーケットづくりの
主導権をもつのだ、という確信のうえに技なり術なりを磨くよう、学生さんに指導されるべきと
私は期待しています。本校とその出身者の、和風ものづくりの発信源としての、ご発展を祈りま
す。ご静聴ありがとうございました。
